


















































堀口 (1989),丸山 (1989),斎藤 (1991),川瀬 (1992),Sato(1995),嶺岸 (1999),








いし晋韻論ないし蓄声学の対象に属する｣と指摘をしている (石井 1984のいう ｢蓄融合
の現象｣とは,一般には ｢縮約形｣｡｢書変化｣と呼ばれている現象に相当する)｡つまり,

































書,予想 ｡期待される発雷 リt3態 (以下,この発苗 ｡形態を ｢原形｣と呼ぶことにする)

































































































































































































































































ものについては,筆者がCSJを利用し,これまで,子音 ｢脱落｣ 9) (岡田2003a｡b),撹
音から ｢長吉｣ 10)への ｢言い間違い｣(岡田2003C),無声化した母晋の ｢促蓄化｣ l)(岡
悶2004a),外来語における母音連続/ei/の発音 (岡田2004b),助詞 ｢を｣の発音 (岡












































































































形 話態 者な にの 対か しど て ある｣｢意図通りで i.｢言い間違い｣
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